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体育祭が終わって、、、 

新学期が始まり１ヶ月が過ぎ、体育祭も終わりました。新しい環境にはみんな慣れてきたころでし

ょうか？今年度の体育祭も準備期間が短い中、皆さんの協力もあり、盛り上がって大成功でしたね。

皆の楽しむエネルギーが一つになった結果だと思います。１年生にとっては初めての、３年生にとっ

ては人生最後の体育祭でした。月日はあっという間に流れていきます。それぞれの学年でやるべきこ

と、目指すものは異なりますが、これからも楽しんで行きましょう！ 

時間を守る・提出物を出す＝自己管理の能力 

３年生は卒業まで残り１０カ月。次の２つをできるようになって社会に出ましょう！ 

進学、就職、どちらの受験も「日常の延長である」と言います。勉強を積み重ね、努力した者

が結果を出します。日常のさりげない習慣が大きく将来に影響しているのです。「時間を守る」

というのは、学校に遅刻しない、という事だけではありません。勉強の終わりの時間を決め、計画

を立てて集中するとか息抜きの時間を決めて、その時間を有意義に過ごすことでもあります。時

間は平等に皆さんに与えられます。それをどう活用するかは自分次第なのです。 

また、提出物は、人としての「責任」を学ぶ教材です。大人になれば、家族、仕事や納税など、

生きていくうえでの責任を持つことになります。そのうち一つでも放棄してしまえば、生活が成り

立たないことになります。皆さんが日常で課せられている責任のひとつに「提出物」があります。

週末の課題や実技の課題、家庭連絡のプリント等、最低限の責任を果たせていない人。いつま

でも子どものままではいられませんよ。結局、「時間や〆切に自分の行動を合わせること」は社

会で生きていくうえで不可欠なことだと思います。「自己管理能力」とも言えますね。 

攻めの気持ち 

「やらされるのではない」「よし！やろう！」という気持ちを持ちましょう。 私は「面白がる精神」

が生きていく上で大切だと信じてます。どうせやらなきゃいけないのだから、楽しんだもん勝ちで

す。『「やろう！」と思った時、その人の中にはもうやり遂げる力がある』、とリチャード＝バック（カ

モメのジョナサン著）は言っています。「やろう！」には準備が必要です。先ずは覚悟。受験生の

覚悟、誓い、宣言をすることです。紙に書く、誰かに話すなど、心の中だけでなく実際に行動する

のも良いでしょう。次は「目標」と「計画」。模試にチャレンジして〇割とろう！…などと、頑張れば



届きそうな具体的な目標を立てる。毎日どんなことがあろうとも１８０分勉強をする、等々。そし

て、これからが重要です。「ビジョンを持つ」。こうありたい、なりたいと念ずること。何回も何回も

念ずる。毎日繰り返し念ずる。次第に「苦労」が「充実」に変わります。最終的に「攻め」の姿勢

になるのです。毎日学校に来て放課後も勉強している人や、実習室で制作をしている人たち。そ

んな頑張っている人たちは、心の中で念ずる作業をこれまでの経験のどこかで知らないうちに

身につけているのです。 

推薦入試を受けることとは 

 本校では、進学を希望する生徒の多くが推薦入試からチャレンジしていきます。推薦入試で合

格する人とは、、、 

 「ある分野に対して強い興味関心を持ち、これまでその分野に対しての研究や活動の実績が

ある。知識（技術）量や考え方が秀でており、今後もその分野に対してぶれることなく没頭し続

ける人間である。」たとえば、「幼少のころから昆虫が好きで好きでたまらない生徒がいた。大

学に推薦入試を受けに行った。大学の面接で、教授とある昆虫の話題になった。生徒は水を得

た魚のように生き生きと話し始め、その教授にとっても、話が出来る生徒に出会えたことをうれ

しく思うほどで話が盛り上がった。もちろん合格。学部の研究室に入っても期待を裏切らない学

生になった。」さて、 あなたはこれまでに何かに没頭して、それを証明できるだけの知識と経験

がありますか？大学の教授と対峙して、面接で問われた時に、話が出来て嬉しくて嬉しくてたま

らない生徒ですか？ 

 学力が無いから、ワンチャンスで受けることが推薦ではありません。あなたが他の受験生より

勝る点は何ですか？ 単純な質問である「何故、あなたはこの大学を推薦入試で受けるのです

か？」に真剣に応えてみてください。人を納得させられますか？ 

 志望理由、小論文の内容、答えを教えてもらおうと思わないで下さい。働かないでお金をもら

うことと同じです。考え方を学びましょう。答えは自分で出すものです。志望する理由があるから

推薦を受けるはず。述べたいことがあるから推薦を受けるはず。出来ない、無理だと思ったら、

辞めて一般入試でチャレンジすることに切り替えて下さい。 

☆これを読んで「自分には資格がない、無理だ」と思う人もいることでしょう。しかし、諦めるに

はまだ早いかもしれません。今から行動し、変わればいいのです。 

①自分の評定値平均を知る。②必要な情報を集める。③毎朝、毎晩、掃除や勉強、制作をする。

④挨拶、身だしなみは誰よりもきちんと。（ルールを守る）⑤やるべきことを疎かにしない。                                            

楽しんで行きましょう！！ 

６月・７月の進路指導部関係行事 

日  時 内  容 対象学年 

６月 ４日（水） 進路激励会 ３年生 

６月 ５日（木） 夕学習会開始 ３年年（希望者） 

６月 ７日（土） 美術系大学進路対策研究協議会（グランメッセ熊本） 希望者 

７月 ３日（木） 高校生向け企業説明会 ３年生（希望者） 

７月１１日（金） 南郷学、GP 成果報告会 全学年 

 


